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■お問合せ
帝京大学産学連携推進センター（E-mail:start-up@teikyo-u.ac.jp）

申込み

TEIKYO Startup Award

帝京の「知」で社会を変える

帝京大学が、実践的かつ革新的な技術をもったスタートアップの創出拠点となるべく、起業に興味・
関心のある学部・大学院生、教職員等及び卒業生を対象として開催するビジネスコンテスト
「TEIKYO Startup Award」のプレゼンテーション審査を実施します。
プレゼンテーション審査では、書類選考を通過したファイナリストが、ブラッシュアップを重ねたビジ
ネスアイデアを発表します。

開催概要

観覧をご希望の方は、二次元コードよりお申込みください（申込み締切：2026年3月10日(火)）

◼ 日程：2026年3月13日（金）13時から17時まで

◼ 場所：帝京大学霞ヶ関キャンパス（千代田区平河町2-16-1平河町森タワー9階）

◼ 参加費：無料

◼ 定員：50名（先着順）

◼ プログラム：
ファイナリストによるプレゼンテーション
帝京大発ベンチャー起業家による「先輩起業家ピッチ」
(登壇者）
Holoeyes株式会社杉本真樹 代表取締役（冲永総合研究所）
株式会社ManaVix 広田雅和 代表取締役（医療技術学部）
株式会社バイタルサイン 星野晴彦 代表取締役（医療技術学部）
株式会社MEDVERSE 渡邊雄介 代表取締役（医学部）

審査結果発表・表彰 ※申込み締切：2026年3月10日（火）



伊藤千暁（医学部・助手）
じぶん守りサロン～健康診断を"行動"に変える。あなた専属の健康伴走医～

ファイナリスト

審査員

冲永佳史
学校法人帝京大学 理事長

※50音順、チームでの応募の場合は代表者の氏名を掲載
※プロジェクト名は、応募時のもの
（プレゼンテーション審査に向けたブラッシュアップを経て、変更の可能性あり）

及川芽衣（薬学部・学生）
美容医療セーフティネット構築プロジェクト

大谷浩樹（医療技術学部診療放射線学科・教授）
核医学治療における被ばくリスク低減を目的とした放射性医薬品吸収シートの開発と社会実装

熊安貫太（福岡医療技術学部医療技術学科救急救命士コース・学生）
民間救急の利用で救命率UP!!!

坂本翼大（経済学部経営学科・学生）
アニメージ

高梨利満（医療技術学部スポーツ医療学科救急救命士コース・准教授）
救急医療教育を変える：人体装着型静脈路トレーナー開発

花崎万葉子（医療技術学部柔道整復学科・学生）
Re:care

何川透和（経済学部経営学科・学生）
Realice（リアリス）

山本琴美（大学院 公衆衛生学研究科・学生）
共創型Well-being社会づくり構想
〜人生経験が価値に変わり、世代・地域・国籍を超えて共に生きる社会へ〜

東京都生まれ。慶應義塾大学理工学部を卒業後、同大学大学院理工学研究科博士課程修了。博士（工学）
現在、学校法人帝京大学理事長・学長
学校法人帝京大学帝京大学短期大学学長

杉原美智子
フォーアイディールジャパン株式会社 代表取締役社長
三菱UFJフィナンシャルグループ（MUFG）配下のシンクタンクであるUFJ総合研究所（現 三菱UFJリサーチ＆コンサル
ティング株式会社）にて約17年間勤務し、一貫してスタートアップ支援・オープンイノベーション業務に携わる。2022年
5月フォーアイディールジャパン株式会社を設立し、オープンイノベーションを促進する独自プログラム「クアトロヘリック
ス・キャンプ®」や全国の熱い自治体職員と社会課題解決型スタートップの出会いの場「MonthlyPitch7minutes」を
主宰、大学発・研究開発型スタートアップの事業化支援実績多数。

植波剣吾
Beyond Next Ventures株式会社 代表取締役/ジェネラルパートナー
2003年のジャフコ（現ジャフコ グループ）入社以来、ベンチャーキャピタル投資、ファンド運営に係る20年超の実務経
験を有する。2015年に取締役・パートナーとしてBeyond Next Venturesの創業に参画。2023年に同社代表取締
役（共同代表）に就任。ファンド組成・運営およびコーポレートオペレーションを統括するとともに、投資活動もリードする。
同社における主な投資実績は、サスメド(IPO)、QDレーザ(IPO)、iCARE（M&A）など。

岩野秀朗
株式会社三菱UFJ銀行 スタートアップ戦略部 部長
1996年三和銀行（現：三菱UFJ銀行）入行。1998年に事業調査部へ。2001年三和キャピタル（現：三菱UFJキャピタ
ル株式会社）投資調査部へ出向。その後、約13年近くキャピタリストとしてのキャリアを歩む。
2014年に銀行へ帰任、2017年デジタル企画部イノベーションラボ次長として新会社（Japan Digital Design株式
会社）設立に携わる。2023年より現職。キャピタリストとして投資した14社が、IPO・EXITを果たす。

中西穂高
学校法人帝京大学 先端総合研究機構 産学連携推進センター長
経済産業省、高知県副知事、内閣官房内閣参事官、東京工業大学教授等を経て２０１２年より帝京大学教授。帝京大学の
ベンチャーファンドである株式会社帝京ナレッジイニシアティブCEOを兼務。東京大学理学部卒、ペンシルベニア大学大
学院修了（都市計画学修士）、東京工業大学大学院イノベーションマネジメント研究科修了（博士（学術））

※審査の結果、優秀な成績を収めたファイナリストには、ビジネスアイデアの事業化や社会実装のため、事業化支援金（最優秀賞：
100万円、優秀賞：50万円、ルーキー賞：20万円）を提供します。
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